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【事業戦略】 

◇日本ゼオン、ウシオ電機からマイクロ流路事業を譲受～26 年２月 

 日本ゼオンは、ウシオ電機からマイクロ流路事業を譲受する。2025 年 12 月 22 日付

で契約を締結しており、2026 年２月１日の譲受完了を予定している。ゼオンのＣＯＰ

(シクロオレフィンポリマー)「ZEONEX」「ZEONOR」および同樹脂を用いた精密成

型技術と、ウシオ電機が有するマイクロ流路チップに係る技術を融合させ、新たなツ

ール、デバイス、療法の実現に向けた開発パートナーとの連携を強化し、創薬や診断

薬分野にける新たな事業機会を創出する。 

 

 ウシオ電機はこれまで、172nm の真空紫外光(エキシマ光)を用いた独自の光接合技

術を活用し、接着剤を使わず化学的溶出物のないクリーンなマイクロ流路チップの開

発に取り組んできた。また、光学特性に優れるＣＯＰ材料へ同技術を適用し、溶出物

のない高性能な Organs on Chip(ＯｏＣ)デバイスの事業化も推進してきた。今回の事

業譲受により、ゼオンは中期計画「ＳＴＡＧＥ30」で掲げる成長４分野(モビリティ／

医療・ライフサイエンス／情報通信／ＧＸ)の一つである医療・ライフサイエンス分野

で新規事業創出を目指す。2028 年度には上記４分野の売上高比率を 48％へ拡大させた

い考え(2024 年度は 37％)。 

 

 

◇クラレ、サイフューズと再生医療分野で業務資本提携を締結 

 クラレは、ライフサイエンス分野における新事業の創出を目的として、サイフュー

ズと業務資本提携を締結した。第三者割当増資により、クラレにサイフューズ普通株

式の 3.53％にあたる株式を割当てる。調達額は約２億円。クラレのＰＶＡ(ポリビニル

アルコール)マイクロキャリア「スキャポバ」と、サイフューズの３Ｄ細胞培養製品の

製造プロセスを組み合わせることで、再生医療分野における細胞大量培養の効率化と

コスト低減を図り、次世代の細胞培養システムを確立することを目指す。  

 

 業務提携の範囲は、①両社が共同して行う製造工程関連資材の開発、②スキャポバ

の実装にかかる妥当性の検証と再生医療等製品向けの製造工程への資材提供の実績

化、③サイフューズ製品等の製造工程における関連資材の使用検討、④商業化フェー

ズにおける、サイフューズによる製造工程関連資材の業務提携先等への紹介、ユーザ



ーとしての使用実績の対外発信その他の販売協力活動、⑤各項目に関連する共同研

究・共同開発、人材の交流、の５項目。サイフューズは増資により調達する金額のう

ち、１億 15 百万円を業務提携に基づく研究開発・技術開発等にかかる開発費用、76

百万円を人件費、システム維持費、共同プロジェクト管理費等の業務提携に必要とな

る運転資金に充てる。 

 

 クラレは、再生医療分野において高い安全性が求められる細胞培養に対応するた

め、ユーザーの細胞製造プロセスを想定し、必要となる要素技術と当社の保有技術や

シーズを融合させた細胞培養関連資材の開発を進めている。2024 年には３Ｄ培養向け

にスキャポバの販売を開始、2025 年には表面に特殊処理を施した未コーティングタイ

プの細胞培養担体を開発。また、2024 年９月には細胞培養に特化した都市型研究拠点

「東京ラボ」を開設している。 

 

 

◇三菱ケミ／日立、東海事業所で共同検証～ＡＩエージェント活用 

 三菱ケミカルと日立製作所は、化学プラントにおける設備管理業務のＤＸに向け、

2025 年 12 月より三菱ケミカルの東海事業所(三重県四日市市)でＡＩエージェントを

用いたトラブルシューティングアシストの共同検証を開始した。日立のＡＩエージェ

ント「HMAX Industry」は生産設備の点検において、設備管理技術者が流体の移動や

制御などに係る主要設備である動力設備・制御設備などの故障を発見した際に、その

原因と対策を提示するもの。これまでにディスクリート(組立加工)産業の設備への試

験運用の実績があるが、プロセス産業の設備向けに適用するのは、日立としては初め

てとなる。共同検証では、高温・高圧や有害物質を扱う現場で、熟練の設備管理技術

者と同等以上の速さと正確さで故障原因を特定し、的確な対策を提示することが可能

か検証する。 

 

 

◇ＵＢＥ、１月１日付で機構改革～｢知財管理グループ｣新設など 

 ＵＢＥは、2026 年１月１日付で機構改革を実施する。知的財産部に「知財管理グル

ープ」と「知財戦略グループ」を新設。また、人事部において健康推進センターの名

称を「健康推進グループ」へ変更するほか、キャリア相談室を廃止する。 

 



【新製品・新技術】 

◇豊田合成、リサイクル材 20％配合のウェザストリップを市場投入 

 豊田合成は、ゴムのリサイクル材を 20％配合したウェザストリップを実用化した。

トヨタの新型「RAV4」への採用を皮切りに、リサイクル技術の適用を広げていく。今

後はゴムホースなどの合成ゴムに加え、使用量の多い天然ゴムへの技術適用も視野に開

発を推進していく方針。さらに、ゴムを廃車から回収して再生する循環システムの確立

を目指し、カーメーカーなどとの連携も進めていく。 

 

 現在、鉄やプラス

チックなど部品の資

源循環が進む一方、

ゴムはリサイクルが

難しく、熱利用焼却

が一般的。リサイク

ルには、ゴムに弾性

を持たせる化学結合

(硫黄結合)を熱や圧

力で解く脱硫が必要だが、それ以外の化学結合も切れることで強度などが低下するほ

か、特有の臭いが残ることが課題となっている。同社は独自開発した脱硫技術の改良

を重ね、ゴム廃材から再生したゴム素材の品質を高めることで、自動車部品に使用で

きるリサイクル材の割合を従来の５％以下から 20％に向上させた。 

 

 

◇千代田化工、天然水電の生成増進に向け米ジオキルンと共同検討 

 千代田化工建設は、米 Geokiln Energy Innovation(ジオキルン、本社：テキサス州ヒ

ューストン)と、同社が保有する天然水素生成増新技術「ＭＳＳＨ」を活用した水素回

収・精製設備の概念設計に関する共同検討を実施する覚書を締結し、検討を開始し

た。 

 

 天然水素は自然由来の低炭素水素として国際的に注目が高まっており、商業化に向

けた技術開発が各国で進展している。今回の共同検討は、地中の水素生成を人工的に

促進する生成増進型天然水素の技術理解を深めるとともに、将来的な国内外での事業



展開の可能性を探索するもの。地下反応を活用して水素生成量を高めるＭＳＳＨ技術

を前提に、商業規模の陸上プラントを想定した概念設計を実施し、技術面および経済

面での評価を行う。 

 

 検討において、ジオキルンは地下および水素生成量の基礎データを提供し、千代田

化工は陸上設備の概念設計と商業性の試算、並びにエネルギーバランスの整理を実

施。また、日本の大手エネルギー会社も需要側の観点から製品の取引に関する仕様や

供給モデルの検討を支援する。さらに今回の検討では、水素の用途としてパイプライ

ン輸送や水素燃焼による発電、燃料電池による電力供給などの供給形態についても概

略評価を実施。これらの検討結果は、将来的な商業プラント構築に向けた基盤情報と

して活用する。 

 

 

【市況】 

◇石化製造用ナフサ、11 月は６万 4,141 円へ 1,096 円上昇～貿易統計 

 石化製造用ナフサの通関実績によると、2025 年 11 月の輸入価格は前月比で 1,096

円高の６万 4,141 円と２カ月連続で上昇した。当月の為替レートは１ドル＝153.7 円と

前月比で 3.8 円の円安に振れ、ドル建て価格はトン当たり 596.2 ドルと前月比で 4.6 ド

ル下落した。輸入量は 9.9％減(19 万 4,698kL 減)の 197 万 1,102kL だった。 

 

 

◇ダウ・ケミカル日本、ポリウレタン原料を値上げ～１月１日から 

 

 

 

【環境関連】 

◇日本パフテム、炭化型吹付け硬質ウレタンフォームでＢマーク取得 

 日本パフテムは、炭化型吹付け硬質ウレタンフォーム「パフガード」について、日

本有機資源協会のバイオマスマークを取得した。植物由来のバイオマス原料を組み合



わせることで難燃性を向上させた独自技術を用いており、石油資源由来プラスチック

を１０％削減している。 

 

 同製品は 2020 年１月から販売している難燃性を向上させたウレタンフォームで、火

災時に炭化層を形成し可燃性ガスの発生を抑えることで、延焼を抑制する難燃性や、

吹付けにより隙間なく施工できる断熱性・機密性を持つ。こうした性能から、住宅・

施設・倉庫など多様な建築物において、省エネ(断熱)・結露防止・難燃のニーズに応

える製品として採用されている。 

 

 

【需給動向】 

◇石化製造用ナフサの 2025 年 11 月税関別輸入実績～財務省貿易統計より 

 



◇主要石油化学製品の 2025 年 11 月輸出実績～財務省貿易統計より 

 



◇主要石油化学製品の 2025 年 11 月輸入実績～財務省貿易統計より 

 



◇石化製造用ナフサの 2025 年 11 月国別輸入実績～財務省貿易統計より 

 

  



◇エンプラの 2025 年 11 月輸出入実績～財務省貿易統計より 

 

 

◇合成ゴムの 2025 年 11 月輸出入実績～財務省貿易統計より 

 


